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3. 分析方法
　調査で得られた回答を対象として，日本語学や日本語教育学を専門とする評定者 3名（中国語




　調査で得られた各回答に関して，iについては，正答は 1，判断に迷う場合は 0.5，誤答は 0，
また，iiについては，知っていた場合は 1，判断に迷う場合は 0.5，知らなかった場合は 0として，
それぞれ得点を与えて集計した。
　iiiの語義推測の文脈的手がかりに関する分類は石黒・烏（2017）をもとにし，その用語や定義




















Tは東京）。4桁目の数字は学年（1～ 3）を表している。ただし，CCTと JJTに関しては，1～ 3年生が混ざっ
ていたため，その学年を「1～ 3」で区別せず，「0」で示す。また，5～ 6桁目の数字は調査対象者の個人番
号となり，「01」～「36」の中から数字をランダムに付けた。
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（3）  这个月好消息接踵而至，我去旅行。谕吉，根据它的字面意思就应该，这个吉是吉祥的意思，
然后，嗯，它在这句话里应该翻译成一个消息之类的名词，所以把它翻译成好消息。











































（11）  I:  嗯，在这里面的话，然后你觉得，就是这个爱和真理和我们中文当中的“爱”和“真理”
是一样的吗？
    「えー，ではここの「愛」と「真理」は中国語の「愛」と「真理」と同じだと思いますか。」
   C:  あっ，ごめん。まちがった。あいちゃんと，あのう，あいちゃんとまりちゃんとね。
你这么一说我才想起来，一开始我就感觉这篇文章写得很哲学。




























































































（13）  C: 哈。这个月，我的钱，哈哈，就一张一张的，飞走了。
    「（笑）今月，私のお金は（笑）一枚一枚と飛ぶようになくなりました。」
   I: 嗯。那这个画线部分的意思是？
    「はい，この下線部の意味は何ですか。」
   C: （日本語で回答）いちまんえん。
   I: 嗯。这个你知道？
    「はい，これは分かるんですね。」
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   C: うちのこうちょうせんせいでした。哈哈。
    「うちの学長先生でした 5。（笑）」
   I: 哈哈哈。然后你们都，知道他是校長先生了，然后你们都知道那个是一万块钱了。
     「（笑）だから，みんな彼は学長先生と分かっていて，それは一万円だと分かっていま
すね。」
   C: 是，是。
    「はいはい。」
   I: 你们自己本身都这么说吗？
    「皆さんそう言うんですか。」
   C: 对。我会说こうちょうせんせい。
    「はい，私は学長先生と言います。」
   I: 啊。你们会把那个，一万块钱叫こうちょうせんせい啊？
    「あ，一万円を学長先生と呼ぶんですか。」
   C:  呃，不是。我们会，我们之前玩过什么（不清楚）之类的，游戏里面就有，拿，那个福
泽谕吉作梗来玩。就是……
     「いいえ，違います。前ゲームとか（名前ははっきり覚えていないが）で遊んだ時に
諭吉をネタにして遊んでいました。つまり……」
   I: 哦。
    「はい。」
   C:  对。他们会说以福泽谕吉来拍一个照之类的，然后我们就会拿一万块，然后站在学校里
面拍照。
     「はい，彼らは福沢諭吉で写真撮ろうと言って，みんな一万円札を出して，キャンパ
スの中で写真を撮ったりすることがあります。」 （CCT0-13「諭吉」）
（14）  C: 去过二郎拉面的那个日子里因为太饱了，就不能动了。
     「ラーメン二郎に行ったその日はあまりにもお腹いっぱいだったので，動けなくなっ
た。」
   I: 哦（笑）好，这个二郎是？
    「え（笑）分かりました。この二郎というのは？」
   C: 因为总店在学校对面。（笑）
    「その本店が学校の向かい側にあるので。（笑）」
   I: 嗯，那是什么样的店呢 ?
    「はい，どんな店なんですか。」
   C: 就是，拉面特别多，就是这样，这是一个碗。
    「麺がとても多くて，ねえ，こんな丼が一つ。」
5 一万円札に描かれている福沢諭吉は，私立大学の慶応義塾大学の創立者として有名である。
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   I: 嗯。
    「はい。」
   C: 它拉面是这个样子的。（用手比划）
    「ラーメンはねえ，こんな感じなの（手振りを交えて）」
   I: 哦（笑）
    「なるほど（笑）」
   C: 然后这个样子还是なみもの的感觉。
    「それで，こんな量なのに，ただの「並」サイズですよ。」
   I: 是吗？（笑）
    「そうなんですか？（笑）」
   C: 对，就，可能，以我的食量来说。我可以吃掉这一碗的四分之一。（笑）
    「ええ，たぶん，私の食べる量からすればね。」
    「その丼の四分の一しか食べられないんです。（笑）」
   I: 哦，好多啊，是不是每次去吃完都有这样的感觉。
    「へえ，かなりの量ですね。毎回行って食べ終わった時にいつもこんな感じですか。」
   C: 我只去过一次。（笑）再也不敢去啦。




























一年生 二年生 三年生 留学生 母語話者 合計
小枝 0 0 0 1（CCT0-10） 0 1
諭吉 1（CCH1-27） 0 0 0 0 1
愛，真理 0 0 2（CCH3-21, 
24）
1（CCT0-10） 0 3
大分 0 0 0 1（CCT0-11） 0 1





アシスト 1（CCH1-29） 0 1（CCH3-21） 2（CCT0-10, 
21）
10（全員） 14
眼鏡市場 1（CCH1-34） 0 0 0 1（JJT0-06） 2
二郎 1（CCH1-31） 1（CCH2-29） 2（CCH3-15, 
24）
1（CCT0-04） 1（JJT0-15） 6
アクセス 0 0 0 1（CCT0-10） 0 1
毎日 1（CCH1-20） 0 0 0 0 1
ライン 0 0 0 0 0 0
馬車道 0 0 0 0 0 0
【注】（　）内は調査対象者番号
　表 6からは以下のことが判明した。




















（15）  C:  掉着的这个。こえだ应该是一种，一种零食吧。一种おかし，可能就是。猜的，然后就
捡起吃掉了。
     「落ちていたこれ，小枝は一種，一種のスナックじゃないですか。一種のお菓子，た
ぶんそうかな。推測ではね。それで拾って食べた。」
   I: 哦，那你觉得它是，就是这个词本身你是不知道的，是吧？
    「あー，なるほど，では，これ，この言葉そのものを知らなかったんですね。」
   C: 本身我是不知道的。
    「元々どんな意味かが分かりません。」
   I: 你觉得它是，为什么它是一个零食呢？
    「では，どうしてそれがスナックやお菓子だと思いましたか。」
   C:  我感觉我恍惚中，感觉在什么地方看到过这个包装的一个东西。但是我，只是一个很模
糊很模糊的印象，就……
     「なんか，うろ覚えではどこかでこのような包装の物を見たことがあるような気がし
ます。でも，本当にうっすらとしか覚えてなくて……」
   I: 就是你也没有吃过。
    「つまり，食べたことがないんですね。」
   C: 嗯。




（16）  C:  爱跟真理这两个东西反正搞不好就是有吵架的时候。也不是吵架，反正就是有意见不合
的时候。
     「愛と真理という二つのものが下手をすれば喧嘩をすることがあるんだと。喧嘩でも
ないのかな，とにかく意見が合わない時があるという意味です。」
   I:  嗯，在这里面的话，然后你觉得，就是这个爱和真理和我们中文当中的“爱”和“真理”
是一样的吗？
    「えー，ではここの「愛」と「真理」は中国語の「愛」と「真理」と同じだと思いますか。」
   C:  あっ，ごめん。まちがった。あいちゃんと，あのう，あいちゃんとまりちゃんとね。
你这么一说我才想起来，一开始我就感觉这篇文章写得很哲学。
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     「あっ，ごめん。間違った。愛ちゃんと，あのう，愛ちゃんと真理ちゃんとね。そう
言われて気が付いたんですよ。最初はこの文はとても哲学的だと思っていたんです。」
   I: 哦！很哲学？
    「へえ，哲学的ですか。」
   C: 它有个很深刻的，后来一想，嗯？啊，あいちゃんなんですね。どっちもあるよね。
     「すごく深い意味があると思ったのですが，後で考えてみたら，えーと，あー，愛ちゃ
んなんですね。どっちもあるよね。」
   I: 嗯，那你是觉得，通过什么你会觉得它是人名了呢？人名更合适呢？
     「ええ，では，何を根拠に人名だと判断しましたか。人名のほうがもっと相応しいで
すか。」
   C: 反正经常它们就起那个きらきらめい然后起这个，后来看习惯了就……
     「どうせ名前によくキラキラ名，そしてこの名前をつけるでしょう。もう見慣れてき
ているから……」
   I: 哦，你觉得日本人里面会有这样的名字什么的，是吗？
    「ああ，日本人の名前にこんな名前が存在すると思ったんですか。」
   C: 对。
    「はい。」
   I: 嗯，好的。






（17）  C:  えー，こく，こくたい。こくたい，そうですね。こうこうじだいのともだちはこくた
いにでたことがある。こくたい，嗯。こっかだいかいとか？わからない。あのう。就
是高中，高中的时候，这个朋友他有参加过这个，反正就是国家，国家级别的体育大会。
      「えー，こく，国体。国体，そうですね。高校時代の友達は国体に出たことがある。国体，
うん，国家大会とか？分からない。あのう。高校，高校の時，この友達はこれ，いず
れにせよ，国家，国レベルの体育大会に参加した。」
   I: 嗯，那你这个词是不知道的是吧？你刚刚说的就是是猜出来的？
    「えーと，この言葉を知らなかったのですね。さっき言っていたのは推測ですか。」
   C:  嗯，这个词本身我是不知道，反正就拼嘛，こっか，たいいくとか，たい，まあ，たい
いくかな？
     「はい。言葉自体は分かりませんが，どうせ組み合わせればいいでしょう。国家，体
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育とか，たい，まあ，体育かな。」
   I: 嗯，就是你也是根据这个汉字，然后你大概猜它可能是什么缩略？
    「えーと，それでこの漢字をもとに，おそらく何かの略称だと推測しましたか。」
   C: （日本語で回答）はい。
   I: 嗯，然后你觉得国的话可能是国家，体的话可能是体育。是吧？
    「うん，国というのは国家で，体というのは体育でしょう。そうですか。」
   C: （日本語で回答）はい。
   I: 嗯，好。
    「はい，分かりました。」 （CCT0-10「国体」）
　例（17）では，留学生 CCT0-10は「国体」という語の語構成から分析的に語の意味を考え，「国
レベルの体育大会」と正しく解釈した。
（18）  C:  アシストが，アシストというかいしゃ？叫做アシスト的一个公司或是一个什么东西，
一个企业，它正在准备开拓这个什么看，养护……
     「アシストが，アシストという会社？ アシストという会社あるいは何か，企業だとか，
が介護を開拓しようとしている……」
   I: 看护，护理。
    「看護，介護。」
   C: 看护的这个这个事业。
    「介護というという事業。」
   I: 嗯，划线这个词的意思你知道吗？
    「うん，この下線部の意味が分かりますか。」
   C: 知道。
    「はい，分かります。」
   I: 你知道，你刚才说它是……
    「分かるんですね。先，それを……」
   C:  啊，不，我不知道它是什么东西。但是它，字面上意思是知道的嘛，字面上就是帮助嘛，
但是你看，一句话看完感觉不像是这个意思，就顶多就是公司的名字咯，就这样子。




   I: 哦，好的。
    「ああ，分かりました。」 （CCT0-10「アシスト」）
　例（18）から分かるように，留学生 CCT0-10は直感的手がかりにより，「アシスト」の意味
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を正しく推測することができた。
（19）  C:  かいいんじょうほうがアクセスでかんりする。えーとね，アクセス，アクセス？たぶ
んね，かいいんじょうほうをアクセスというアプリか。その。这个就，会员的这个信息，
个人资料用这个，用一个叫作ア，叫作アクセス的东西，在，我们在管理。
     「会員情報がアクセスで管理する。えーとね，アクセス，アクセス？　たぶんね，会
員情報をアクセスというアプリか。その。これは，会員のこの情報を，個人情報を，ア，
アクセスというもので，私たちは管理している。」
   I: 哦—哦，那划线这个词的意思你知道吗？
    「あー，なるほど，では下線部の意味が分かりますか。」
   C: 猜的。
    「いや，当てました。」
   I: 你是怎么猜出来它是一个，アプリ或者是一个东西呢？
    「どうやってこれはアプリ，あるいは何かだと推測しましたか。」
   C:  （日本語で回答）会員情報を何かで管理する。何かっていうと，ツールでしょう。って，
アクセスっていうと，なんか，カタカナ名で，格好つけて，たぶん，ナンチャラ社の
ソフトとか何かで，というなんですけど。そうか。
   I: 你觉得……はい。












　日本語母語話者に関しては，以下に示す表 7のように，10名中 6名が「アクセス」を，また 5
名が「馬車道」を，それぞれ知らずかつ推測もできなかったが，10名とも「アシスト」という
語は知らないにもかかわらず正しく推測できた。





知識 正答 知識 正答 知識 正答
JJT0-05 × × × × × 〇
JJT0-06 △ × × × × 〇
JJT0-07 〇 〇 △ △ × 〇
JJT0-09 × × 〇 〇 × 〇
JJT0-12 △ × × × × 〇
JJT0-13 △ × × × × 〇
JJT0-14 × × 〇 〇 × 〇
JJT0-15 × × 〇 〇 × 〇
JJT0-16 × × × × × 〇












































































































（20）  J: （沈黙 12秒）おもいやり。（沈黙 7秒）事実。
   I: この文を見て，どういうイメージをされました？
   J:  その「愛（あい）」の方が感情的なもので，「真理（しんり）」っていうのがその（間）
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論理的な，理論的なもので，その（間）相反するものが，うまくいかない，みたいなイメー
ジでした。
   I:  あー，なるほど。（間）なるほど。（間）「口論する」は，言い換えると，どん……ど
んな言葉，というか……
   J: うーん（間）食い違う，とか。（間）両立できない，しない，とか。
   I:  あー，なるほどね。えーと，例えばこの，「あい」と「まり」っていう，女性の名前
だとは思わなかったですか？










   C: 啊，就是总理的特别报道每天都被，都被登在杂志上。
    「あー，つまり総理の特別報道は毎日，雑誌に掲載されます。」
   I: 嗯，你觉得这个是什么意思？
    「うん，これはどんな意味だと思いますか。」
   C: 就是每天。哎，不是，这是每，这是那个每日新闻吧。我感觉是登在这个杂志上。
     「毎日という意味です。あー，違う，これって，あの毎日新聞でしょう。あの雑誌に載っ
ていると思います。」
   I: 呃，那为什么又觉得是每日新闻了呢？不是每天了呢？
    「えー，じゃ，なんで毎日新聞だと思うようになりましたか。毎日のことではなくて？」
   C: 就是动词前面那个に，它应该是连着一个杂志，就是被它每天就是登在每日新闻上。
     「それは動詞の前に「に」があったから，これは何かの雑誌につながるはずです。つ
まり毎日，毎日新聞に載っていると。」 （CCH3-11「毎日」）
（22）  再解釈して推測が失敗した例
   C: 国体，首先我想到运动员。
    「国体，まず真っ先に思い付いたのはスポーツ選手です。」
   I: 运动员，嗯，为什么会想到运动员 ?
    「スポーツ選手，うん，どうしてそう思いますか。」
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   C: 因为我没见过国体这个词，但是会把它想成两个词，国家和体育。
     「国体という単語を見たことがなかったから，でもこの単語を二つの単語から成って
いると考えています。」
   I: 啊，好好好，接着还有吗？
    「あ，なるほど。他に何かありますか。」
   C: でたことがある。应该不能说是他出国吧？但是でる的话，应该是でたことがある。
     「出たことがある。彼が出国したとは言えないでしょう。でも，「でる」なら「でたこ
とがある」はずですね。」
   I: 嗯，可以，可以。
    「はい，いいですよ。いいですよ。」
   C:  可能不对，因为感觉こくたいに，觉得又不是我想的那个国家体育。或者可能是入选的
意思吗？
     「違うのかもしれません。「国体に」だと，私が思った，あの「国家体育」と違う感じ
がしますから。あるいは，「国体に出た」というのは選挙に出た，つまり入選したと
いう意味ですか。」
   I: 嗯，入选？反正我觉得你是在一直看这个にでた。











 1)  固有名詞の習得には滞日経験が影響していることが示唆された。
 2)  滞日経験があると，経験的手がかりなどの「内容的手がかり」の使用が活発になる傾向が
見られた。
 3)  滞日経験があると，語の意味を知らなくても正しく推測できる推測能力が若干上がる傾向
が見られた。また，今回扱った 12の固有名詞のうち，語の意味を知らなくても推測でき
た率が最も高いのは「アシスト」，続いて「国体」，第 3位が「二郎」である。その中で，「ア








 1)  日本語母語話者は，10名中 6名が「アクセス」を知らず，かつ，推測もできなかった。また，
「馬車道」については 5名が同様であった。これに対して「アシスト」については，10名
全員がこの語を知らなかったにもかかわらず，正しく推測できた。



































Understanding the Meanings of Proper Nouns by JSL and JFL Learners 
during Passage Comprehension Processing: Focusing on Contextual Clues
MENG Yun
Postdoctoral Research Fellow, JSL Research Division, Research Department, NINJAL
Abstract
In this study, we investigate understanding the meanings of proper nouns by JSL and JFL learners. 
We selected twelve proper nouns which cover personal names, trade names, company names, shop 
names, etc., each being a polyseme characterized by either having the meaning of both a proper 
noun and a common noun, or having meanings of two different proper nouns. Fifty signiﬁcant 
responses were obtained from 10 native speakers of Japanese (NSJ), 10 JSL learners studying in 
Japan, and 30 JFL learners majoring in Japanese language in Chinese universities. To make the 
reading comprehension process observable, Chinese participants orally interpreted the Japanese 
sentences into Chinese and answered questions about the target vocabulary words in Chinese.
  The results of qualitative analyses concerning Chinese learners of Japanese are as follows:
i. Length of residence in Japan may have an effect on the acquisition of proper nouns,
ii.  Learners in Japan ( JSL) more actively used contents clues such as experiential clues than their JFL 
counterparts, 
iii.  Learners were able to guess the meaning of unknown proper nouns somewhat better if they had 
spent time in Japan.
  The results for NSJs are as follows: 
i.  Sixty percent and 50% respectively did not know and could not guess the meanings of the 
proper nouns access and bashamichi, while all NSJs were able to guess assist correctly. 
ii.  The knowledge of NSJs with regard to proper nouns was better than that of JSLs and JFLs. 
However, NSJs’ knowledge was sometimes a negative influence causing eventual guessing 
failure.
  Finally, both Chinese learners and NSJs sometimes showed re-interpretation patterns 
characteristic of garden-path phenomena.
Key words:  passage comprehension process, JSL and JFL learners, proper nouns, understanding 
meanings, contextual clues
